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2023年10月11日
東京学芸大学 先端教育人材育成推進機構 外国人児童生徒教育推進ユニット
文部科学省委託 「高等学校における日本語指導体制の充実に関する調査研究」
高等学校における日本語指導・体制整備に関する研修オンライン研修 第４回





普通科・定時制課程

単位制だが、基本的には全員同じ授業を受ける。

１日４時間 ４年間で卒業

全校生徒
５３４名（男 ２９７名 女 ２３８名）

在京枠なし
外国籍の生徒への入試時の措置なし



多くの支えを
活用できる！！



生活指導部

進路指導部

教務部

総合支援部
・自立支援担当(１名)
・養護教諭(２名)
・特別支援教育コーディネーター(２名)

・日本語支援コーディネーター(１名)

TEPROから派遣される日本語指導コー
ディネーターと連携して全体をコーディ
ネート

・授業の指導には外部の日本語教員＋常勤
（普通教科）の教員がTTで入る。

受入・支援体制



Ⅰ部生

８：３５登校
１２：００下校
Ⅱ部生

12：40登校
１6：０5下校
Ⅲ部生

17：３0登校
20：55下校



外国籍生徒

外国籍生徒 ３０名

日本国籍で海外にルー
ツのある生徒 ９名

日本語指導が必要な生
徒 ２９名

日本語指導の要否の判断方法

入試前の個別
相談会でのア
プローチ

入学書類手続
き時のピック
アップ

公文診断テスト
（アセスメント）

個別面談での
聞き取り

日本語指導コーディネーターの判
断で最終決定→教務部へ報告

保護者
の願い

診断テス
トの結果



日本語の授業 日本語の授業

日本語の授業

日本語の授業
１年次 １０名 月・水・金 ３単位
２年次以上 ５名 水 １単位

教科につなげる日本語
主にアウトプットで自信をつける



指導・支援①

指導・支援の工夫：自習型：公文式を活用
外部人材の活用：日本語指導（特別の教育課程）２名

日本語補習 ８名 平日13:00-18:00
教科の授業への入り込み ３名

不定期ですべての教科の読み上げフォローに入っている



指導・支援②

キャリア支援等：定期的な面談での聞き取り
ハローワークとの連携・情報共有
YSWとの連携・事業所見学
進路指導部との打ち合わせ
進学者向けの志望理由書の添削


